
 

 

 

 

 

 

 

 

黄白デビュー！  
 

参事・養殖課長 兵 藤 則 行 

 本誌第 44 号（平成 23年）で紹介しましたニシキ

ゴイ新品種「黄白（きじろ）」種苗を、今年はじめて、

県内養殖業者に配布しました。平成９年に作出して

以来、よりきれいで、より型付率（商品になる鯉の

割合）のよい鯉を目指して交配を繰り返してきまし

た。17 年が経過し、ようやく安定して質の良い鯉が

できるようになったことから、試験的に配布するこ

とといたしました。 

昨年は６月 12日、および 24日に、養殖業者 24

名に対し、計 122 万５千粒の受精卵を配布すること

ができました。24 日に配布した卵はふ化率が悪かっ

たものの、12日配布卵のふ化率は良好で、80％を越

えた人が多かったと推定しています。 

12 日に卵を受け取った養殖業者は、秋までに３回

程度（２～４回）選別し、100～1,400 尾（平均 310

尾）の型付魚を取り上げました。仮にふ化率を 80％

とすると、型付率は 0.18～2.50％（平均 0.55％）と

なります。全体的に低く、かつ変動が大きい傾向が

見られました。 

しかし、少ないながら、きれいな鯉が生産されて

おり（写真１）、各地域の品評会で入賞もしています。

たとえば、長岡市、小千谷市の養殖業者が、その年

に生まれた鯉の優劣を競う「第７回合同秋の新作鑑

賞会（震災 10周年復興記念大会）では、変わりもの

の部準優勝６点のうち３点、また特別賞８点のうち

１点を黄白が受賞しました。 

さらに１月 31 日～２月１日に東京で開催された

全日本総合錦鯉品評会にも出品され、20部変わり鯉

の部で優勝という栄誉を得ることができました。 

写真１ 養殖業者の生産した黄白 

 

農林水産祭参加 第 54回新潟県錦鯉品評会では、

黄白特別展示コーナーを設営し（写真２）、一般来場

者による人気投票を行いました。この品評会は、県

外はもとより、外国からのお客様も多く、黄白を多

くの人に PR することができました。 

 写真２ 新潟県錦鯉品評会での特別展示 

 

また、すでに海外から問合せを受けた養殖業者も

いるようであり、黄白の人気が広まりつつあること
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を感じています。 

今年配布した卵も、数年後に親魚として活用でき

るようになります。養殖業者の持つ広い池で、養殖

業者の持つ卓抜な技術により、さらにより美しい黄

白が安定して生産されるようになることを期待して

います。 

当試験場も、病気に強い黄白、墨の入った黄白（黄

三色等）など新たな研究に展開していきたいと考え

ています。 

民と官が力を合わせ、世界の中で輝く新潟県の宝

物－黄白の実現を夢見ています。 

 

卵・幼稚魚の駆除によるコクチバスの繁殖抑制-Ⅱ  
 

資源課長 本 間 智 晴 

外来魚の駆除は、刺網、釣り等により行われること

が一般的ですが、幼魚・成魚の駆除を対象とするこれ

らの手法だけでは外来魚の根絶は難しいのが現状です。

そこで、卵・稚魚も駆除対象とすれば外来魚の根絶に

より近づくと考えられることから、当試験場では内の

倉ダム湖において卵・幼稚魚の駆除によるコクチバス

の繁殖抑制を試みてきました。方法は卵（仔魚も含む）

の駆除に吸引装置を用い、幼稚魚の駆除に電気ショッ

カーボートを用いました（本誌第 42 号、44 号、46 号

で紹介しています）。 

吸引装置による卵の駆除は平成20年から実施し、電

気ショッカーボートよる幼稚魚の駆除は平成21年から

実施してきましたので、その効果と使用上の注意等に

ついて報告します。 

１ 卵・幼稚魚の駆除効果について 

 駆除の効果はコクチバス推定生息尾数の推移で判断

しました。刺網では０歳、１歳魚が採捕されにくいた

め、卵・幼稚魚の駆除効果が現れるのは、１～２年後

の刺網での採捕調査からとなります。従って、平成 22

年以降の推定生息尾数の推移が重要となります。 

平成12年からの内の倉ダム湖におけるコクチバス推

定生息尾数を図１に示します。平成22年に推定生息尾

数は減少し、平成23年からは推定生息尾数は低位に推

移しています。このことから卵・幼稚魚の駆除はコク

チバスの生息尾数を効果的に抑制する効果があること

が伺えます。 

また、電気ショッカーボートによるウグイ等在来魚

の採捕状況は、平成21年に在来魚の採捕が無かったも

のの、平成22年からは採捕数・種類数ともに増加して

います（表１）。このことから、卵・幼稚魚の駆除は在

来魚資源の回復にも有効であると考えられました。 
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図１ 内の倉ダムにおける体長 76㎜以上のコクチ

バス推定生息尾数と刺網 CPUE の変遷 

 

表１ 電気ショッカーボートによる 

在来魚採捕結果        （単位：尾数） 

 

 

 

 

 

 

２ 卵・幼稚魚駆除手法の注意事項 

(１)吸引装置 

 文字通り卵を吸う作業を行いますが、産卵床をしっ

かりと見つけるという点が重要です。降雨等による透

明度の低下や、湖岸の樹木により陰が生じていると、

産卵床が確認しづらいことがあるので注意が必要です。

また、水温を測定し産卵の開始・終了を予測し駆除作

業を行うことも重要です。 

2 

魚種 H21 H22 H23 H24 H25 H26

ウグイ 0 18 19 17 42 20

フナ（TL15㎝未満） 0 0 0 1 9 0

ワカサギ 0 0 14 0 6 84

イワナ 0 0 0 0 1 1

ドジョウ類 0 0 0 0 9 4



 なお、吸引装置を用いることは、特別採捕許可が必

要となりますので、駆除計画の段階で県庁水産課への

相談が必要です。 

 

（２）電気ショッカーボート 

 吸引装置同様に特別採捕許可が必要となりますので、

駆除計画の段階で県庁水産課への相談が必要です。ま

た、在来魚への影響が無い通電を行う必要があるため、

使用を計画される場合は水産試験場までご相談くださ

い。 

 

３ 今後の課題 

コクチバス初期加入資源の抑制のため卵・仔魚の吸

引駆除、電気ショッカーボートによる幼稚魚の駆除は

コクチバスの生息尾数を効果的に抑制する効果があり

ますが、さらに生息尾数を低下させるには、併せて刺

網や釣りによって親魚の駆除を行うことも必要です。

なお、内の倉ダム湖における親魚の駆除は、釣りでは

10 月より６月で効率が良く、刺網ではダム湖水位が低

下した時期に行うと効率が良いことが解っています。 

 

４ 最後に 

 外来魚駆除は様々な方法を時期別に組み合わせ行う

ことで効果が現れてきますが、その駆除作業は長丁場

となります。大変な作業ですが、漁業資源への影響を

取り除くため、関係者の継続した努力をお願いしたい

と思います。 

当試験場では、これからも駆除技術開発等の調査、

関係者のお手伝いをしますのでよろしくお願いします。 

 

 

健康なアユづくりは飼育環境から 

 

病理環境課 主任研究員 中 嶋 一 恵 

 昨年（平成 26 年）は平成 20年以来６年ぶりに県

内河川での冷水病のアユの持ち込み検査がありまし

た。冷水病の河川への侵入経路は特定できないこと

がほとんどで、可能性で考えられるものは様々です

が、おとりアユの持ち込み自粛や冷水病の出ている

河川で使用した道具類をそのまま使用しないなど、

漁業者・遊漁者ひとりひとりが気を付けることで、

冷水病が広がる危険を減少させることができます。 

 さて、冷水病ですが、これは Flavobacterium 

psychrophilum という菌が、魚の体表についた傷口か

ら侵入することで引き起こされます。肉眼では見え

ないような微細な傷からも侵入するので、魚の見た

目で判断することは難しいですが、逆に言うなら、

傷さえなければ、多少環境中に冷水病の菌が存在し

ても冷水病にかかることはありません。アユは攻撃

性の強い魚ですので、河川環境中では傷を作らない

のは難しいかもしれませんが、中間育成の場面にお

いてよい飼育環境を保つことによって、冷水病を含

めた病気に強いアユを育てられるかもしれません。 

 中間育成はアユ資源を増やすための重要な取り組

みの一つですが、今回はその飼育環境について、基

本的な事項をおさらいしたいと思います。 

１ 飼育水 

 地下水の場合はｐHが低かったり、低酸素や高窒

素の場合があるため、曝気が必要です。河川水の場

合は病原菌を含んでいることがあるため、お勧めし

ません。水温は 10度以上が望ましいですが、８～

９℃でも成長は遅くなりますが大丈夫です。 

２ 水量 

 換水率は１日８～10回転以上が目安です。 

３ 収容密度 

 収容密度は低いほうが成長が良好です。目安とし

ては収容時（約１ｇとした場合）は 2,500 尾/㎡以下

とし、収容後 20～30 日で 1,500～2,000 尾/㎡以下、

放流時には 1,500 尾/㎡以下に水槽を分けてくださ

い。なお飼育水量に対する収容量は５kg/㎥以下が望

ましいようです。 

４ 餌 

 アユ用の配合飼料を使用してください。サケ用の

飼料を使う場合もあるかと思いますが、サケはアユ

と栄養要求が異なるため、栄養分が不足します。ま

た粒径も異なるため、小さいアユが食べられない場
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合もあります。サケ用を使用する場合でも、必ずア

ユ用の飼料と混ぜて用いてください。 

 一日あたりの給餌量の目安は魚体重の 2.5～３％

を基準として、残餌が出ないよう様子を見ながら、

１日５～６回に分けて与えてください。 

５ 飼育管理 

 遊泳状況・摂餌状況など毎日よく観察し、死亡し

た魚や排泄物、残餌は毎日取り除いてください。 

 飼育日誌などで、毎日の水温・給餌量・死亡数・

気が付いたことなどをメモしておくと、病気が発生

した場合、原因を探る手がかりになります。 

 

６ 病気対策 

 最も多いのがビブリオ病であり、他にエロモナス

症、細菌性鰓病、冷水病などがあり、それに加えて

近年はシュードモナス症という病気も出てきました。 

 これらの病気を防ぐためには、アユを収容する前

に、水槽や器具類の消毒を完全に行ってください。 

 また、もし病気が発生した場合にほかの水槽に蔓

延するのを防ぐため、網などは水槽ごとに分けてく

ださい。 

 選別や移動、分槽などで稚魚を網などですくった

場合、どうしても体表面に細かな傷がつくため、病

気が発生しやすくなります。万一発病した場合には、

早期発見・早期処置が被害を最小限にとどめる最善

の策になります。気になる点がある場合は、当試験

場または新潟県水産振興協会へご相談いただければ

と思います。 

巡回教室開催報告 

平成 27 年１月 15 日（木）に魚沼漁業協同組合

において、100 人を超える組合員に出席いただく

中、日本水産資源保護協会のコンサルタント派遣

事業により東北大学・高知大学名誉教授の谷口順

彦先生をお迎えして巡回教室を開催しました。魚

沼漁協と当試験場では、魚野川におけるアユ放流

の成果や課題を把握するために、放流種苗の生育

や釣果について３カ年にわたって調査を行ってき

ましたが、その調査結果を総括するにあたり指導

助言いただいたものです。 

また、巡回教室に先立ち、前日 14 日（水）には、まちなかキャンパス長岡において、アユの増殖事

業を担う県内漁協関係者 30 人を対象に「アユの資源管理に関する講習会」を開催し、同先生から天然

再生産に配慮した種苗放流や、放流種苗の特性を把握することによる効果的な増殖手法ならびに河川

環境保全の考え方についてご講演いただきました。 

いずれにおいても、アユの生態をはじめ、魚道等河川構造物や市民参加型の河川に関する研究活動

の具体的な事例など、様々な視点から活発な意見交換が行われ、今後、漁協のみなさんの手でより効

果的なアユの増殖事業が展開されていくことを期待させる２日間となりました。 

4 

子供の頃、お祭りで両親にミドリガメ（ミシシッピアカミミガメ）を買っ

てもらい喜んだ記憶がありますが、それから 40 年あまり経過した今では、人

間の都合でミドリガメが至る所で野生化し、厄介者のレッテルが張られてい 

ます。昨年、とあるところで子供と魚捕りをしたところ、偶然ミドリガメの小亀を捕まえましたが、

喜ぶこともできず複雑な心境となりました。家に帰り、玄関で首を伸ばしているイシガメを眺めなが

ら生物多様性について改めて考えた初夏の一日でした。（Ｔ．Ｈ生）  

 水声魚語 


